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・一・人口の動き一

　7月1日現在

　　　5。927人
　　　6，138人

　　12．063人
帯数　匙年90世帯

　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
帯

男
女
計
世

厚
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一
り
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囹
七
月
の
行
事

　
三
日
　
郡
市
中
学
校
長
会
議
（
橘
）

　
四
日
　
荒
瀬
橋
（
小
脇
）
竣
工
式

　
五
日
’
郡
市
国
土
調
査
会
議

　
七
日
，
農
業
委
員
会

　
八
日
　
郡
市
中
学
校
卓
球
大
会

　
九
β
川
西
町
婦
人
会
総
会

十
　
日
　
民
生
委
員
会

十
一
日
　
産
経
現
地
視
察

　
今
度
の
改
正
に
よ
り
免
税
点

や
税
率
が
二
倍
か
ら
二
十
倍
く

ら
い
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
．

　
た
と
え
ば
、
従
気
棄
取
書
な

ど
に
は
三
千
円
以
上
十
円
の
印

紙
を
貼
付
し
て
お
り
ま
し
た
が

こ
ん
ど
．
一
万
円
以
上
の
も
の
に

＋
二
日

士
二
日

士
ハ
日

＋
七
日

＋
九
日

季
三
日

孝
匹
日

一
干
＝
日

士
厚
現
地
視
察

新
規
就
農
者
の
つ
ど
い

総
文
現
地
視
鷺
．

新
大
教
齋
欝
▽

家
庭
（
顧

千
手
観
奮
祭
　
歴
七
夜

町
村
野
球
大
会

大
暑

土
用
丑
ご
諜

三
魚
濯
野
翠
ス
会
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十
七
夜
の
行
事
　
　
　
か
ら
と
い
っ
て
道
路
で
無
免
許
の
運
転

十
六
、
～
十
八
日
児
玉
輝
彦
画
伯
　
練
習
は
や
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
個
展
、
生
け
花
展
示
　
　
　
　
　
　
○
最
近
県
内
で
は
ど
こ
で
も
り
っ
ば
な

十
六
日
夜
　
民
よ
う
流
し
　
ブ
ル
ー
　
自
動
車
練
習
所
が
あ
誓
蓉
す
。

　
ス
カ
イ
楽
団
演
奏
　
　
　
　
　
　
　
　
自
動
車
の
運
転
練
習
は
定
め
ら
れ
た

十
七
日
　
稚
児
行
列
（
午
前
十
時
よ
　
自
動
車
練
習
所
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
り
）
　
観
音
様
の
絵
姿
奉
納
　
　
　
　
そ
れ
が
、
悲
惨
な
事
故
や
損
害
の
支

十
八
日
　
大
磐
若
法
要
　
　
　
　
　
　
払
い
な
ど
を
考
え
た
場
合
、
一
番
安
く

印
紙
税
法
の
全
文
改
正
由
“
う
く
と
い
う
も
の
で
す
．

印
紙
税
怯
が
全
文
改
正
さ
れ
、
七
月
　
夏
の
交
通
事
故
防
止

一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
△
い
つ
ま
で
続
く
梅
雨
空
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

二
十
円
の
印
紙
を
貼
付
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
従
来
の
赤
伝
票
な
ど
、
物
品

の
受
取
書
は
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
ゆ

　
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

無
免
許
運
転
を

　
　
　
　
　
や
め
よ
う
p

O
道
路
で
無
免
許
の
運
転
練
習
は
危
険

で
す
。

　
夜
中
だ
か
ら
、
交
通
量
が
す
く
な
い

ど
こ
ま
で
登
る
力
事
故
件
数
、

　
ス
カ
ッ
と
青
空
の
も
と
、
交

通
事
故
ゼ
ロ
と
は
な
ら
な
い
も

の
か
。
『

乞
暑
さ
、
だ
る
さ
、
仕
事
で
ぐ

っ
た
り
ー

　
で
も
、
い
ま
し
ば
ら
く
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
車
に
注
意

し
て
お
う
ち
に
帰
え
れ
ば
、
家
族
み
ん

な
の
笑
顔
が
待
っ
て
い
ま
す
。

社
協
に
寄
附

　
中
条
秀
雄
さ
ん
（
岩
瀬
）
は
、
こ
の

ほ
ど
亡
く
な
ら
れ
た
厳
父
政
治
さ
ん
の

香
典
が
え
し
に
と
、
五
千
円
を
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
た
。

年賀

ハ
ガ
キ
の
賞
品
』

　
受
け
取
り
期
限
は
や
λ
日
ま
で
で
す

お
忘
れ
の
方
は
近
く
の
郵
便
局
で
早
く

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
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置↑・規つ七村が中もが　　のた車早病胃　　　　　　　　で¢）設落二　　議議め魚　　れ
の二約て月に’心の主こでのが期対集こ　　　八　終案設の件そが員の沼こた三　　　　1
驚欝賄瀦鰹驚際欝黙　検月・講隣瀧膿播諜。昆　胃町

繁1葦姦難。蕪羅蓼鰐蒙羅講羅雛
衰誰灘堅鏡1ま欝籍壼褻へ多開矯饗，詳灘離糞検告
つ協第市予と市車高け保　たとン期は魚　車始　　　さ件工願専　政協る案　月還診　1
た議二町定な十さ田て健　　めとト発、沼　　は　　　　　　れは事三決　　権議こ件　　ぶ
謹篁襲響蕪騰雛界難　　　　’総に｛牛処返会との♀決協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕩吝辱認　謬継碧　夫謬議

醇農謎予騨融検雑鷺解翻レ詰て　言繍製騨盤旦にA、余万診が分算てそ・技診得中たの協谷限あンと八　　間・願あ事　るそレす　芋活苫
謂欝もも齢謬無宮7驕藝膿勝奪県　撃総暢議窺譲倉発を
煽・三さててさ、運郡県のななル会は常与・ンてら　定審ぴこ承が約ゲもにな設
なる千れ県はれ転のがXわりム長’駐さこ車い検　　　で議橘れ認　上制ンの　定払　ふ
つの五’か’る手医配線れ’のが十しれれはる診　　　あと少ら案　程定力と　例珊ユ
義で更楚書奪蓮重要讐饒覚暴難賛毒ぞ忌藁二。妻　　だ嚢護零毒　嚢奮毫を　霧議
く計分一六度で務か’は込医はと市ののか倉　を　　会た校ち、　’り運は　会
こ三と人十のあ職ら医県み師小な町運でら千　始　　　期ほ内’条　活・用’　が
と百し六r場る員派師職。会千り村営あ無三　　め　　　もか放沖例　　発ます県　　招
が七て百万合。等遣看員　　ひ谷’長につ償百　　た　　　一全送立改　　なたるか　顔
で十二円九、　にす護で　協病撮とあて’万　い　　　日部施部正　審’たら　さ

題成いの全　が提和を　決悲で会のかてあ十　　　　　　るるて二者をで進こだはる才　らき
も蒙憲で鑛あ垂餐里釜蔭攣唇爵笹講ξ嘉票葦麓　悲沖き写習丈璽壽畠葛差蓬簡2呈毯書房
て・見慎の決し皆厚に案るこ議おが町が’講施　願縄ろ・・で＋た＋乙よ＋七対の地見で
堤馬窪馨齪肇荏霞馨蓄窪髪窒盆薯層藝嚢婁黎羅　に同笑護あ藝合薯房忘ぞ盆丈薯肇墜誉舌

票藝誌理垂5　嬰径繹薯妄て薯験1『卑ぞ簿黎嚢　こ胞誘あ霞奮2墜鉾禦契2遠ど蒙奎募籍
あで’べ大い　布委文はつこは討る施おこ効問　たの　o検年はガ百でで病にぎの人郡るか
る取rきなて・川員”たん’さ’。政りの以題　り　　　　診々第ン五はあ対はな車口を。ら
一り趣で影は　総長山田もど沖れそ権’問来は　凡　　　　車増三に十ガる策ほいのが通　　の
一上旨あ響“　文の家中のの縄ての返現題の’　て　　　　に加位よ人ン。がどの検約じ　負
時げにるが国　委連産副o犠同い他還地に懸昭　　　　　　期しとる、で川一遠で診十て　担
期るは一あの　員名経犠　会胞る議決沖つ案和　　　　　　待てなも死治西歩い’能万四　は
尚問賛とる安　長で’長　でのの長議縄いで二　　　　　　すいつの亡療町前がま力あ十　い

出劇儲選い　　　　　．　　亡なた題1議にの解党れ蹴発早x未えて帰　えに国権日
嚢詰署蒙藁藝　　　南　い凌漢憲書3蓬霜繋髭器譲隷蒼琶熟裟あ歪査鶏覆鶏署
た雲な六町地　　　壺全一べ議越してと違そう＿議々菱こ民縄え間実年治国条二沖

藝纒旱聾驚会議誕誌繊難垂羅講1擁騨縫馨舞縄

ナにの治長9　　　　しを意にの・・も政てて・ら楼ながをお国いらす・施・返
奪選と会のて　　任　　た了はこ問ギ町の権見はこに活菱い・越い復る数で米政対凹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　羅
と町　　　◎し額額　　　◎承町　　　　　野之た今たとの十×認軍人百盛ど　　国回の
墓聾馴穀蒜一昭琴罐専村山も回　醐⑰政権万をんわの復盾汐郵に
こ般税条西正一たは般和求権招　決叢葛穿装意壽暴暑狸百畠髪暑廉紮騒穰忘醤関

懸墾町羅灘讐雛舞難繰讐羅妻機霧構雛す
りて部一　　。分こ旧補一の決と　　　が光な代と代長に姜きい認のブこ上祖をれは戦　る

諜叢鍵報欝難灘徽鷲漫雛灘鐵決適正よ止　し債＋算　と件い三れ水会にあて満楼特的な・い今がれ昨祖議
罵をつ　　　　てか万　　　　おとた　　　　た原長就るお了こ×に状い基ま日敗てなの国難必て　　追ら円　　　りしめ　件　・町は任がらのと菱最態ま本なの戦いお主防
B要》　　　加減減　　　　。て’　　　　　の松し’れあし×近をま的お隆のる祖権衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×め五さ種　◎そに課減で　◎　　三でらし千　　◎墾の萎　　べ同に　るく険＋基きに
ξ畜墾馨呈薮畠3穰畠φ葎覆条士：蓉壁茅真翠補国昭竃器姜　鶉呈穿塞隷も琶薯簑秀警笑薄

絵罐難瓢響幾雑例縦醗監季儲鋲1・旱畿齪璽疑耀矯ゑ
　革姦彗撃肇勇警農至響婆2改毒な愈童喬雲算設十碧皐1新葦薯◎畠幕驚套もを婁窪雫婁

豊鑛馴騨闘籔正難薯翻籍。言鐙育。膿劉隊憲蔭矯
霜蘂壽馨瓢蒙正二懲齢簾擁麟㌫　　礫2漏纏武驚
ε獲謹．購雛讐件。鶴霧歪饗　議騒　晃触鰐猫認
藷醤　　繍縫蓬　　謹麗笙計　響会　　舗勢響顧狸
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戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
…
御
す
二
や
か
に

星
名
　
敦
手
　
賢
一
長
女

櫃
間
　
環
公
男
長
女

丸
山
直
子
榮
｝
三
女

溝
水
　
洋
一
　
一
義
長
舅

北
村
　
忍
米
男
長
男

小
林
留
美
子
　
英
男
二
女

高
橋
　
和
幸
　
一
男
長
男

相
崎
　
直
美
　
守
太
長
女

沖東中上木高伊伊
　善屋　　　原
立寺敷町島田本友

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

　
　
，
幽
條
政
治

　
　
ど
村
越
リ
キ

　
　
ー
小
川
ナ
カ

友
－
’
高
橋
喜
平
治

渡
邊
ち
え
み
臼
出
夫
長
女
新
町
新
田

丸
山
　
剛
史
朗
長
男

相
馬
　
洋
行
　
登
　
長
男

小
幡
恵
美
子
　
久
夫
長
女

小
林
恵
利
子
貞
信
長
女

齋
木
　
憲
一
　
孝
平
長
男

高
橋
小
百
合
　
茂
夫
三
女

高
橋
久
美
子
　
昭
一
長
女

増
田
　
敦
子
　
嘉
一
二
女

登
坂
　
保
子
　
克
己
三
女

　
　
　
」
陣

、
須
藤
勝
蔵

　
登
坂
榮
太
郎

／
清
水
勘
吉

「
差
口
　
清
松

／
齋
藤
ナ
カ

　
中
村
　
マ
ツ

赤下田赤野：岩

谷原戸谷口瀬

六七七七八八
八二八八四七

下
平
新
田
七
〇

小
白
倉
　
七
〇

上
野
、
七
二

大
白
倉
　
五
八

た
か
さ
ご
ー
御
円
満
に

就
器
雛

牌
仙
器
鞭

繍
、
羅

講
纈

南
雲
喜
一
　
田
中

横
山
　
克
子
　
中
禺
町
か
ら

野
澤
清
太
郎
野
口

渡
邊
カ
ホ
ル
新
町
新
田
か
ら

田
P
新
平

高
橋
ユ
キ
ノ

登
坂
紀
久
雄

高
木
サ
チ
子

上
村
國
喜

米
山
セ
イ
子
湯
之
谷
村
力
ら

木
落

坪
山
か
ら

中
仙
田

東
京
か
ら

下
平
新
田

　
　
　
Σ

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
特
別
弔
慰
金

（
三
万
円
）
を
支
給
さ
れ
ま
す
か
ら
、

ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役

場
へ
請
求
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
、
昭
和
二
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
遺

　
族
援
護
法
に
よ
り
弔
慰
金
（
五
万
円
）

　
の
み
し
か
受
給
で
き
な
か
っ
た
遺
族

　
（
兄
弟
姉
妹
）
。

　
ま
に
は
、
戦
没
者
の
妻
で
、
戦
没
者

　
の
兄
弟
と
再
婚
し
、
弔
慰
金
（
五
万

　
円
）
を
支
給
さ
れ
昭
和
四
十
年
四
月

　
一
日
現
在
、
他
に
年
金
の
支
給
を
受

　
け
て
い
る
遺
族
が
な
い
妻
。

二
、
公
務
扶
助
料
又
は
遺
族
年
金
を
受

　
給
し
て
い
た
戦
没
者
の
妻
、
父
母
、

　
祖
父
母
が
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日

以
前
に
婚
姻
ま
た
は
死
．
亡
し
た
た
め

　
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
後
、
誰
も

　
公
務
扶
助
料
又
は
遺
族
年
金
を
受
給

　
し
て
い
な
い
遺
族
（
兄
弟
姉
妹
）
。

　
ま
た
は
、
戦
没
者
の
子
で
昭
和
四
十

　
年
四
月
一
臼
以
前
に
二
十
才
到
達
し

　
た
た
め
、
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以

後
、
誰
も
公
務
扶
助
料
又
は
遺
族
年

金
を
受
給
し
て
い
な
い
子
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
社
会
係
よ
り
》

「愛の

協力

運
動
」

　
　
　
翁
筒
募
金
に
つ
い
て

　
　
　
お
ね
が
い

　
　
犯
罪
を
な
く
し
、
あ
や
ま
ち
を
齢
か

し
た
人
の
更
正
に
愛
の
手
を
さ
し
の
べ

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年
七
月
に
、

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
法
務

省
が
主
唱
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
県

㎜
で
も
知
事
が
運
動
実
施
委
員
長
と
な
り

一
県
お
よ
ぴ
新
潟
保
護
観
察
所
が
主
唱
し

て
今
回
は
「
青
少
年
の
非
行
防
止
」
を

重
点
目
標
に
か
か
げ
て
行
な
わ
れ
ま
す

　
こ
の
運
動
に
す
べ
て
の
県
民
の
善
意

と
力
を
結
集
し
、
社
会
環
境
の
健
全
化

を
す
す
め
よ
う
と
『
愛
の
協
力
運
動
」

を
呼
ぴ
か
け
、
新
潟
県
保
護
司
連
盟
な

ら
ぴ
に
地
区
保
護
司
会
が
封
筒
募
金
を

行
な
い
ま
す
。
愛
の
協
力
袋
（
封
筒
）

　
川
西
町
よ
、
お
前
も
か

　
草
木
も
な
ぴ
く
佐
渡
、
わ
た
く
し
は

こ
の
島
を
お
と
す
れ
る
た
ぴ
に
複
雑
な

感
情
を
い
だ
く
。
詩
の
国
、
夢
の
島
と

い
わ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
、
観
光

客
の
ざ
わ
め
き
、
客
呼
ぷ
人
の
声
、
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
を
行
く
観
光
パ
ス
、
だ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
は
一
見
は
な
や
か
な
た

く
ま
し
い
佐
渡
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

が
、
そ
の
ウ
ラ
に
か
く
さ
れ
た
佐
渡
の

実
態
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
両
津
か
ら
小
木
に
至
る
畏
い
道
の
り

を
観
光
バ
ス
が
走
る
。
そ
の
ホ
コ
リ
を

か
む
る
か
の
よ
う
に
、
昔
な
が
ら
の
農

漁
村
が
点
在
し
て
い
る
。
お
よ
そ
文
化

か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
あ
ば
ら
家

屋
根
に
は
風
よ
け
の
重
石
が
ギ
ッ
シ
リ

乗
せ
ら
れ
、
ペ
ン
ペ
ン
草
の
そ
よ
き
が

あ
わ
れ
に
見
え
た
。
表
玄
関
の
デ
ラ
ッ

を
全
世
帯
に
お
配
り
い
た
し
ま
す
の
で

応
分
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
串

。
霧
潅
響
円
以
上
を
目

O
募
金
期
間
　
七
月
末
日
ま
で

目
の
見
え
な
い
人

ン
に
明
る
い
愛
の
光

を
冷
く
ろ
う
・

　
県
内
の
目
の
障
害
の
た
め
に
暗
黒
の

世
界
に
と
り
残
さ
れ
て
い
る
人
の
数
は

約
四
、
O
O
O
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
不
幸
な
人
々
に
近
代
医
療
を

施
し
、
明
る
い
愛
の
光
を
贈
る
運
動
と

し
て
県
内
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
に

「
開
眼
対
策
」
　
「
ア
イ
バ
ン
ク
（
眼
球

銀
行
）
」
の
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
な

ク
ス
な
建
て
物
を
見
せ
ら
れ
る
だ
け
に

よ
け
い
チ
グ
ハ
グ
な
感
じ
で
あ
る
。

　
活
気
が
み
な
き
っ
て
い
る
か
に
思
え

る
の
は
、
は
し
ゃ
き
ま
わ
る
観
光
客
と

そ
れ
に
接
す
る
一
部
の
糞
薬
だ
け
、
こ

の
島
に
住
む
大
半
の
人
ぴ
と
は
、
観
光

と
は
無
縁
な
ま
ず
し
い
農
漁
業
に
あ
け

く
れ
て
い
る
。
漁
業
不
振
や
離
農
者
が

め
だ
っ
て
い
る
が
、
そ

の
原
因
は
、
青
年
が
農

漁
業
の
あ
と
を
継
き
た

が
ら
ず
、
こ
の
島
を
見

捨
て
て
本
土
へ
、

り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
ま
の
、
た
く
新
し
い
事
業

愛
の
協
力
な
く
し
て
は
達
成
す
る
こ
と
㎜

が
困
難
で
あ
り
、
全
県
的
な
募
金
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

の
ち
程
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
一
世
帯
三

〇
円
以
上
と
い
う
よ
う
な
募
金
袋
が
廻

る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
善
意
は

金
額
の
多
寡
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
何
分

の
ご
協
力
を
お
．
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
愛
の
募
金
は
次
の
よ
う
な
事
業
に

あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ぺ

で
あ
る
た
め
多
額
の
資
金
と
県
民
一
致
…

6．　5．　4．　3．　2．　1

献
眼
運
動
費
（
ア
イ
ノ
ン
ク
）

眼
球
採
取
費

衛
生
指
導
費

巡
回
検
診
車
の
購
入

開
眼
医
療
研
究
奨
励

開
眼
医
療
施
設
菰
充
助
成

　
　
　
　
　
　
　
く
衛
生
係
V

こ
そ
ぎ
本
土
へ
持
っ
て
い
く
。
何
の
こ

と
は
な
い
、
島
民
は
本
土
の
資
本
家
に

血
を
吸
い
取
ら
れ
る
た
め
に
働
か
さ
れ

て
い
る
、
と
イ
カ
リ
を
ぶ
ち
ま
け
て
語

っ
て
く
れ
た
社
会
教
育
主
事
も
い
た
。

　
佐
渡
特
産
と
銘
う
っ
て
の
観
光
み
や

げ
は
、
そ
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

が
島
外
か
ら
の
移
入
品
、
あ
ぐ
、
お
け

　
　
　
　
　
　
　
本
土
へ
と
な
び
い
て

し
ま
う
か
ら
だ
そ
う
だ
。
若
者
た
ち
を

こ
の
島
に
引
き
と
め
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
産
業
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
大
き
な
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は
本
土
に

住
み
、
支
配
人
を
佐
渡
に
よ
こ
す
。
ま

ず
し
い
農
漁
村
の
青
年
男
女
を
働
か
せ

て
収
益
を
あ
け
る
。
も
う
け
た
金
は
根

・
さ
お
ど
り
に
使
う
ス
ゲ

笠
は
岡
山
県
か
ら
、
そ

の
他
の
み
や
げ
は
お
も

に
東
京
か
ら
仕
入
れ
て

く
る
そ
う
だ
。
残
り
の
五
パ
ー
セ
ン
ト

だ
け
が
佐
渡
産
の
も
の
、
イ
カ
、
ワ
カ

メ
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
海
産
物
が
お
も
だ

と
い
う
が
、
そ
れ
さ
え
も
最
近
の
人
手

不
足
で
自
給
で
き
ず
、
北
海
道
か
ら
仕

入
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
と
き
い
た

　
か
っ
て
は
相
川
だ
け
で
も
十
万
を
越

え
た
人
口
が
、
現
在
は
全
島
合
わ
せ
て

保
母
試
験
受
験
準
備
講
習

会
の
開
催
に
つ
い
て

■
八
月
に
実
施
さ
れ
る
保
母
試
験
に
備

え
て
例
年
の
ご
と
く
保
母
試
験
受
験
準

備
講
習
会
が
県
主
催
で
左
の
要
領
に
も

と
ず
き
闘
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

期
日
　
七
月
二
十
四
日
～
二
十
九
日

場
所
二
＋
四
日

　
新
潟
市
流
作
場
宮
浦
町
ホ
テ
ル
新
潟

　
　
　
　
二
十
五
日
～
二
十
九
日

　
新
潟
市
東
大
畑
町
一
　
新
潟
小
学
校

　
受
講
料
　
五
百
円

　
申
込
み
期
限
　
七
月
十
五
臼
ま
で

　
●
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
受
講
制
限
は
な
く
ど
な
た
で
も
受
講

で
き
ま
す
。
申
込
み
用
紙
は
役
場
社
会

係
に
あ
り
ま
す
の
で
希
望
者
は
お
い
で

く
だ
さ
鰭

十
万
に
満
た
な
い
。
こ
れ
で
は
い
け
な

い
と
佐
渡
ケ
島
総
合
開
発
協
議
会
が
結

成
さ
れ
た
。
佐
渡
の
観
光
と
産
業
を
ど

う
結
ぴ
つ
け
る
か
が
大
き
な
課
題
、
そ

れ
を
解
決
し
て
、
島
全
体
の
発
展
を
は

か
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

　
佐
渡
と
い
え
ぱ
、
教
育
の
先
進
地
と

し
て
名
の
知
れ
た
と
こ
ろ
。
ま
ず
、
島

の
将
来
を
に
な
う
子
弟
に
教
育
を
し
、

本
土
の
人
と
カ
タ
を
な
ら
べ
て
や
っ
て

い
け
る
人
間
を
育
て
よ
・
っ
、
佐
渡
人
が

本
土
で
成
功
し
て
も
、
い
つ
か
は
こ
の

島
全
体
が
良
く
な
る
は
す
、
そ
う
考
え

て
教
育
に
力
を
そ
そ
い
で
き
た
と
い
う

そ
れ
が
あ
ら
ぬ
か
現
在
の
佐
渡
、
今
後

教
育
の
成
果
が
生
か
さ
れ
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。

な
や
め
る
島
、
も
だ
え
る
佐
渡
、
こ
の

地
方
に
も
共
通
の
問
題
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
よ
う
だ
。
川
西
町
よ
、
お
前
も
か
。
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生
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“一、　　　　o

縞、

窃
噸

、

日
赤
の
献
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
四
日
に
来
町

㎝
紅
禮
濡
駕
議
難

§
～
葛
「
・
暁
　
　
帳
r
　
為
望

斎
血
が
身
近
か
な
も
の
と
し
て
暦
ら

｛

て
く
だ
さ
る
人
を
頼
ま
な
く
と
も
問
に

｝
合
（
、
た
と
い
う
例
が
多
く
、
よ
う
や
く

中
校
前
で
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
た
ぴ
は
木
落
婦
人
会
の
皆
さ
ん
、

の
善
意
に
よ
る
集
団
献
血
を
柱
に
、
橘

地
区
公
衆
衛
生
推
進
委
員
、
木
落
、
三

領
、
小
根
岸
の
一
般
住
民
の
方
々
か
ら

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
皆
さ
ん
の
愛
の

献
血
を
願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
血
液
事
情
か
ら
讐
書
な
手
術

を
受
け
る
人
が
出
た
場
合
、
こ
の
献
血

に
よ
る
手
帳
を
借
り
集
め
る
こ
と
に
よ

り
、
わ
ざ
わ
ざ
輸
血
の
際
、
血
を
分
け
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●
●
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夏
の
健
康
メ
モ

　
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
プ
ー
ル
に

泳
き
に
い
っ
た
翌
日
、
あ
る
い
は
翌
々

日
あ
た
り
に
は
じ
ま
っ
た
結
膜
炎
、
ま

っ
か
な
目
を
し
た
り
、
目
や
に
を
出
し

た
り
と
い
う
の
は
、
プ
ー
ル
性
結
膜
炎

で
す
。
こ
れ
は
タ
チ
が
よ
い
の
で
、
ペ

ニ
マ
イ
な
ど
の
目
ぐ
す
り
で
す
ぐ
な
お

り
ま
す
。
こ
の
プ
ー
ル
性
結
膜
炎
は
一

種
の
バ
イ
キ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
プ
ー
ル
に
行
つ
て
一
週

間
も
し
て
は
じ
ま
っ
た
結
膜
炎
は
ヤ
ビ

：
ル
ス
に
よ
る
伝
染
病
で
、
困
っ
た
こ

と
に
効
く
く
す
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
湿
布
を
し
た
り
、
目
ぐ
す
り
を
さ
し

て
苦
痛
を
お
さ
え
な
が
ら
自
然
に
な
お

る
の
を
待
つ
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん

　
プ
！
ル
か
ら
あ
が
っ
た
ら
、
き
れ
い

な
水
で
目
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

水
虫
予
防
法

　
蕃
か
ら
梅
雨
ご
ろ
は
水
虫
が
ひ
ど
く

な
る
シ
董
．
ス
ン
で
す
。

　
水
虫
の
甕
原
菌
ト
リ
コ
フ
ィ
婁
ト
ン

は
一
種
の
カ
ビ
で
す
か
ら
、
ム
シ
ム
シ

湿
っ
気
が
あ
れ
ば
、
よ
ろ
こ
ん
で
ふ
え

る
道
理
で
す
。
だ
か
ら
、
悪
化
を
防
ぐ

の
に
は
、
ド
ラ
イ
フ
ァ
ー
ス
ト
、
つ
ま

り
乾
燥
第
一
に
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す

　
靴
下
は
毎
日
と
り
か
え
る
こ
と
。
汗

し
ら
ず
を
足
の
う
ら
や
、
足
指
の
マ
タ

に
ふ
り
か
け
て
お
く
こ
と
。
汗
が
皮
ふ

に
残
っ
て
い
れ
ば
、
空
気
中
の
湿
っ
気

促催鑓ガより

を
呼
ぶ
の
で
、
た
ぴ
た
ぴ
行
水
や
シ
ヤ

ワ
ー
で
汗
を
洗
い
流
す
、
履
物
は
風
と

お
し
の
良
い
サ
ン
ダ
ル
風
の
も
の
を
は

く
、
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
、
せ
め
て
す

こ
し
の
休
み
の
間
席
．
」
も
足
に
風
を
あ
て

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
し
て
、
く
す
り
を
併
用
す
れ
ば

水
虫
も
恐
る
る
に
た
り
ま
せ
ん
。

ビ
リ
ン
疹
に
ご
用
心

　
最
近
の
家
庭
薬
の
中
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ア
ミ
ノ
ピ
リ
ン
を
の
む
と
か
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
ご

だ
中
に
ジ
ン
マ
疹
が
出
る
と
い
う
方
は

か
な
り
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
が
ピ
リ
ン
疹
で
、
ピ
リ
ン
と
い

う
化
合
物
が
構
造
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る

薬
だ
と
、
下
熱
剤
で
も
ジ
ン
マ
疹
が
で

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
で
は
シ
ョ
ッ
ク

死
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
や
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン
で
た
い
て
い
は
な
お
る
も
の
で
す

が
、
そ
れ
で
宝
二
、
四
日
は
ジ
ン
マ
疹

の
イ
ヤ
な
思
い
を
し
な
け
酸
ば
な
り
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
う
い
う
方
は
、
医
師
に

か
か
る
時
も
、
薬
を
求
め
る
時
も
そ
の

こ
と
を
ひ
と
こ
と
こ
と
わ
っ
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
目
下
の
と
こ
ろ
、
体
質
の
改
善
方
法

が
な
い
の
で
、
ピ
リ
ン
を
さ
け
る
以
外

に
手
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
用
心
し
て
く

だ
さ
い
。

七
月
の
健
康
相
談
日

　
橘
　
地
区
　
　
十
四
日
午
前
中

　
上
野
地
区
　
　
二
十
二
日
午
前
中

”
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

も
こ
の
献
血
運
動
を
よ
く
理
解
さ
れ
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
次
回

は
八
月
二
十
四
日
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
く
わ
し
く
は
町
内
の
公
衆
衛
生
推

進
委
員
か
役
場
衛
生
係
ま
た
は
社
会
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
善
意
を
あ
り
が
た
く
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
〈
衛
生
係
〉

　
胃
検
結
果
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
四
月
下
旬
実
施
し
た
胃
検
の
結
果
は

左
記
の
と
お
り
で
あ
っ
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

表・
果結

翼　検
二次検 そ の　結 県
査の必 受悸たもの

を受け

た数

要あ）
と診断
された
も　の

当方に

依頼
した者

他の機
関で受
けた者

心配な

いもの

経過を

見るも

の

今すぐ
医療セ
必饗と
ナる者

備考

役場に
，

撚人 人 人 人 人 人 人 査の依
648 96 62 34 44 10 8頼をさ

れた者
のみ℃

一』　胃　ゴ　　　　ー

赤
　
　
痢

　
　
　
　
　
　
｝
の
予
防

食
中
毒
　
　
　
・

本
格
的
な
夏
期
を
迎
え
て
自
分
の
健

　　一』　一一一｛＾

…
験
管
理
鴛
注
意
冷
騨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

｝
い
。
第
一
に
食
中
毒
を
起
さ
な
い
こ
と

．
で
あ
る
。
家
庭
電
化
に
よ
り
冷
蔵
庫
を

備
え
た
家
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
余
り
頼

・
り
過
き
る
事
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
心
よ

り
早
く
食
べ
て
栄
養
を
取
り
体
力
を
養

う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
夏
の
代
表
的
な

病
気
の
赤
痢
で
あ
る
が
、
今
は
四
季
を

通
じ
て
発
生
し
て
い
る
。
七
十
余
名
の

水
へ
の
誘
い

用
水
堀
・
砂
利
穴
に

近
づ
け
ぬ
よ
う

一葱嚇一一
　　湊融（

・‘へφ一亀翰φ㌔」噺D　 ～＿＿

咤
鳴

。
患
者
を
出
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
最
近

は
大
分
減
っ
た
が
ほ
う
ぼ
う
で
集
団
発

生
し
て
い
る
か
ら
油
断
は
禁
物
で
あ
る

と
れ
に
は
予
防
接
種
が
な
い
か
ら
、
各

人
が
注
意
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
。

具
合
の
悪
い
時
は
早
期
診
断
、
早
期
治

療
が
一
番
大
切
で
あ
る
。
〈
衛
生
孫
〉

　
次
の
よ
ろ
な
障
害
の

　
入
に
も
障
害
年
金
が

　
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
な
り
ま
し
た

　
今
ま
で
外
部
障
害
と
内
部
障
害
の
一

部
に
し
か
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
度
心
臓
疾
患
、
腎
臓
疾
患

肝
臓
疾
患
、
血
液
疾
患
な
ど
が
含
ま
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
全
部
の
障
害
が

年
金
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
該
当
、

　
　
　
　
の

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
役
場
社
会
係

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
恩
　
護
　
朗

診
サ
俳
壇
φ
ア

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
発
電
所
通
り
小
川
越
入

○
昼
寝
子
や
悪
童
相
の
そ
の
ま
ま
に

　
叱
ら
れ
て
叱
ら
れ
て
な
お
水
進
ぴ

○
な
が
な
が
と
致
矧
遭
い
い
る
薯
雨
の

　
道
　
　
　
亨
然
篇
田
中
緑
風

　
心
持
よ
く
喜
雨
の
脅
聞
く
農
休
み

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

　
長
梅
雨
に
芽
を
吹
く
桐
の
丸
太
あ
り

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
條
鉄
女

　
苗
取
り
の
少
し
の
畷
を
ワ
ラ
ビ
取
る

　
　
　
　
　
　
仁
田
丁
　
　
子

　
静
か
な
る
櫨
見
の
流
れ
山
の
家

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
條
夢
人

　
夜
廻
り
子
等
見
送
る
や
大
螢

　
　
　
　
＋
日
町
病
院
文
　
　
峯

　
梅
雨
に
入
る
螢
の
数
も
稀
と
な
り

謂

1
臥

4、
へ
’、

，
フ

始

．
，
〆
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